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ゴミの処理は、なかなか難しく大きな課

題です。現場からでてくる廃棄物を正しく

分別して、処理をする必要があります。改

修現場が増加して、廃棄物の量は年々増

加しており、また産業廃棄物処理業者さ

んの処分単価も年々高くなっています。基

本的には、まず現場において分別し、産

業廃棄物運搬及び処理業の許可業者に

委託することになります。大きな現場など

で元請け事業者が、しっかり実施している

場合は、その指示に従うべきで勝手に持

ち出してはいけません。現場が小規模の

場合などは、会社に持ち返って分別して

処理する場合が多いです。当社は産業廃

棄物の運搬は出来る許可をとっています。

運搬をする車は、シール等を貼らないとい

けない県もあります。見積、計画段階から、

廃棄物処理の方法を検討し、費用面を考

慮しておく必要があります。当社でお願い

している協力業者さんとの間においても、

廃棄物処理の問題を明確にしておく必要

があります。基本的に当社の事務所で、

分別して処分してもらうようにし、一番気を

つけなければいけないのは、不法投棄な

どの間違った処分が発生しないようにする

ことです。春日井事業所では、産廃の研

修会を行い分別方法の再徹底を実施しま

した。掲示物も貼られ、誰にでもわかりや

すくなり、キレイになりました。量が少なか

った時は、混合廃材としてすべてまとめて

処分を行っていましたが、この単価が最も

高額となります。混合廃材は、委託業者

が持ちかえって、そこで分別を行い多くの

ものは再生に回されて、再生できないもの

は最終処分として最終処分場で埋められ

ていきます。そうした分別の手間、何がど

れだけあったかといったことは、我々にわ

かりませんが、処分業者から請求されま

す。それは、当然と言えば当然のことで、

産業廃棄物業者の仕事であり、大切な仕

事とも言えます。我々としては、可能な限

り混合廃材の量を減らし、分別して再生に

回るものを増やし、分別することで処分単

価は大きく下がっていきます。狭い拠点に

おいても工夫をして少しでも分別をするよ

うに努めましょう。小さなコンテナや容器を

用意したり、直接処分場に持ち込むことも

できます。経費削減、ＳＤＧsの観点からも、

そして今後の当社の事業展開を考えても、

産業廃棄物の処理の問題は、大きなテー

マです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月は、セブンハウスで、４邸（豊田市、

刈谷市、岡崎市、東海市）の新築住宅引

き渡しを行いました。 

 

 

人手不足で苦労しながらも、新規受託

に励んでいます。愛知県にジブリパークが

出来たことは皆さんご存知と思いますが、

このほど三鷹の森ジブリ美術館のガラス清

掃を始めました。 

 

 

 建設業の人手不足が、問題となるように

なってかなり年月が経つのですが、最近そ

の状況が顕著となってきています。当社で

も、協力業者さんの高齢化が進んでいる

のですが、なかなか若い方が増えていま

せんし、今年になって求人に対する反応

も悪い状況が続いています。見聞きする

ニュースにおいても、工期の遅れ、人手

不足での廃業などが増えてきているようで

す。大型現場では、３割程度は、外国人

実習生が担っており、日本人は高齢者が

ほとんどというのが現状のようです。一方

で、建設物やインフラ設備の老朽化は進

んでおり、建設、メンテナンス、改修の必

要性はますます高まっており、健全な社

会活動の維持が心配される状況になって

きています。 

 こうしたことが、問題となる中で、働き方

改革や残業規制といったことが進められ

ています。これも問題解決に向けて行わ

れていることなのですが、机上の論理とい

うか、現実とのギャップは大きいようです。

残業規制をすれば、生産力は落ちるので、

工期が長引く、もしくは年間に完工される

工事の総量が減少することを受け入れな

ければならないのですが、そのような議論

はしません。ただ入札でも不調・不落が増

え、「その単価や工期ではできませんよ」と、

建設会社が拒否するようなことは、頻繁に

おきるようになりました。また、現場の週休

２日制の導入も必要なことですが、現場の

労働者は週６日働くことで、年収を確保し

ているのが現状ですから、休みが増えれ

ば収入が下がります。生活があるわけです

から、その分単価をあげることも同時にし

ないと、しわ寄せは結局現場にきます。 

 建設産業、メンテナンス産業は、社会活

動を維持するのに必要不可欠な仕事であ

り、やりがいのある仕事です。目に見えて

建物が完成し、キレイにリフォームされ喜

んでもらえたらその達成感は大きなものが

あります。建設産業は、現場が全国に散ら

ばっており、一品生産であり、機械化が難

しい仕事であり、人の技術や労働に頼るよ

うになります。それだから面白く、やりがい

があるとも言えます。技術ある人、職人さ

んたちの価値を高めていく、社会的にも認

知していただく努力は必要です。他の産業

との比較の中で、優位にたてるようにして

いかないといけないと思います。製造業や

多くの産業が、週休２日となっている世の

中ですから、長期にわたる工事現場では、

週休２日で工程が組まれ、それなりの単

価で発注されるようにならないと、前に進

みません。外国人の受け入れも必要のこ

とと思います。実習生などではなく、労働

力として、実力に応じ、日本人と同じ待遇

にしないといけません。欧州、米国などは、

どこも移民を受け入れています。アメリカの

工事現場は、30年前ですでに週休２日で

した。労働者は、組合に所属しており、そ

こで１日単価が決定されている仕組みで、

休みや給与は、守られていたように思いま

す。建設産業は、どうしても屋外で働くの

で、暑い寒いや高所など危険なところがあ

るとか、環境的には厳しいものがあると思

います。でもそれは、多くの建設産業を志 
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ちょっと一言 

 

 
 
 

 
 

 

皆様、お疲れ様です。東海営業所の久留です。 

連日の猛暑による熱中症対策など、体調管理が大変ですが、体

には十分気をつけて業務を行っていきましょう。 

私は昨年の夏に子供が生まれ、今年１歳になります。まだ一人

では歩けないのですが、小さい体で果敢に一歩を出そうと練習中で

す。つかまるものを探し、つかまり立ちをして一歩出してはこけて、た

まに一歩・二歩歩けたりを繰り返し、泣いたり笑ったりしています。 

よくこんなに失敗を繰り返しても何回もチャレンジできるなと思ってし

まいます。自分も子供の頃は同じようにチャレンジをしていたんだな

と思うと、今の自分が情けなくなります。大人になるにつれチャレン

ジ精神が薄れて、チャレンジすることをしていない自分に気づきまし

た。そこで、その第一歩として、子供と休みの日は家の近くでやって

いるラジオ体操に行き、運動をしています。行くと声をかけてもらっ

たりして地域の和に入れて、体も心もリフレッシュできます。子供か

ら学び、行動をしていなかったらこんな気持ちにもならなかったと思

うので、子供に成長させてもらっているなと思う今日この頃です。 

最近チャレンジしていないと思われる方がいらっしゃいましたら、

小さな事でもいいので第一歩を踏み出してみましょう。 

施工事例紹介 

●施工場所 奈良県天理市 

●工 事 名 水廻り改修工事（浴室、洗面脱衣室、便所） 

●工事内容 浴室：システムバス 

洗面脱衣室：洗面化粧台、洗濯機パン 

         便所：トイレ、手洗カウンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■担 当  建設事業部 奈良店 池島 弘介  

JA組合員様の物件で築40年の建物です。浴室や便所、

洗面脱衣室の間取り形状が複雑でデッドスペースもあり、そ

れぞれの空間がそれほど広くない事に不便を感じられていま

した。また経年劣化等のあるタイルなどの内装材や設備機器

も良くしたいということでリフォームの依頼をいただきました。ま

ずは限られたスペースの中でそれぞれの空間を最大限に確

保し、生活・家事動線の効率を考えて柱を移動して間取りを

変更しました。基礎や柱、梁など主要部分には新たに補強を

行い、構造部を強化しました。床の高さはバリアフリーで段差

をなくし、内装や設備は清潔感とお手入れのし易さを重視し

た選択で、安心かつ安全で楽しい生活空間へと生まれ変わ

りました。 

法人事業部 東海営業所  

久留 邦裕 

「子供から学ぶこと」 

★Happy News★ 

お誕生おめでとうございます 
★法人事業部 静岡営業所 佐橋所長代理 

女児誕生 

★設備事業部 エコエネルギー課 中安係長 

女児誕生 

資格取得おめでとうございます 
★建設事業部 瑞穂店 植田さん 

★建設事業部 名古屋東店 伊藤（あ）さん 

★設備事業部 エコエネルギー課 畑中さん 

★大阪事業部 北陸営業所 辻さん 

★東京事業部 東京西営業所 向井主任 

第二種電気工事士 

★建設事業部 名古屋東店 瀬川さん 

福祉住環境コーディネーター２級 

入社社員紹介 

★永井 篤資 建設事業部 岡崎店 57歳 

資格：二級建築士、２級建築施工管理技士 

趣味：しばらく遠ざかってしまっておりますが、屋外で体を動か

すことなどが好きです。  

  「この度いただきましたご縁に感謝いたします 35年の経験をフ

ルに活用して皆様のお役にたてるよう誠実に取り組みます。」 

す人にとって、大きな問題ではないように

思います。むしろ、人ができないようなこと

ができて、人が行けないような場所で仕事 

をすることに、やりがいを感じたりするような

ことも多いように思います。その分、体力を

要したり、技術がいるので、社会的にも認め

られ、「稼げる」ということが必要だと思いま

す。 

当社で行っている仕事は、社会的に必

要とされていることであり、今後も人が健全

で豊かな生活をしていくのに、無くてはなら 

 

 

ない仕事です。コロナ禍においても、当社の

業務は、若干減りはしましたが、皆さんの生

活維持のために、それほど落ち込むことは

ありませんでした。そうした仕事に多くの若

い方がやりがいをもって入ってきてくれると

いいと思うのですが、現実はなかなか厳し

いものがあります。建設産業は、就労人口

も多く、多くの会社が存在します。そうした

中で、まず、建設産業の中で、他社よりも

人が入ってきてくれて、しっかり育成してい

ける会社になることが必要です。当社は離 

 

 

 

職率は低いと思いますが、それは入社して

からのことで、また業界内でよく知っている

人の中での評判は悪くないと思いますが、

知らない人は知らないのであって、もう一歩

踏み込んで、外向きにアピールしていくこと

も求められてきます。外部の人から見た時

に、いい社員と評価されないといけないの

で、甘いことだけではやっていけませんが、

今後は外国の方にも協力していただきなが

ら、健全な方向に進んでいければいいと思

います。 


